
問　消防課庶務班　☎72-0015

～大切な人、大好きな町を守りたい～

　普段の何げない生活。その生活はいろいろな人に支えられています。

　行政だけでは手が届かない部分を、また、町民の皆さんがより暮らしやすくなるよ

う、例えば、民生委員、スポーツ推進委員など、数多くの町民によって私たちの生活

は支えられており、その一つに「消防団員」がいます。

　二宮町消防団の歴史を紐とくと、常備消防（二宮町消防本部）が組織されたのは昭和

47年になりますが、そこからさかのぼること88年前の明治時代に、消防団の起源とな

る私設消防組が一色村に誕生しました。それ以来、公設への移行、戦時中の二宮町警

防団（昭和14年当時団員数：431人）への改編などを経て、現在は非常備消防(二宮町消

防団)として常備消防を支え、130年以上の歴史を歩んできました。

　現在では、消防職員（町職員）46人、消防団員（お勤めの方など）78人の計124人が「消

防人」として、28,000人の町民の生命・身体・財産を守るという「消防の使命」のもと、

日々訓練に励んでいます。

　二宮町消防団員78名の内訳は、団本部に３名、５つの消防分

団に各15名で、１月１日現在、欠員無く配備されていますが、

時代の変化に伴い、年々、担い手の確保が難しくなってきてい

ます。そうしたことから、近年では、町も任命の年齢要件を20

歳以上から18歳以上に、また、町内在住の方だけでなく、在

勤・在学の方など幅広い方が入団できるよう条例改正を行った

ところです。

　消防団は、日頃より火災予防の啓発などの任務に

当たるほか、万が一、この町で建物火災が発生した

場合には、町の消防本部と連携して消防活動に当た

るため、日頃より厳しい訓練を重ねています。

　一方で、厳しい現場で一致団結して任務に当たる

には、団員同士の結束が重要なため、厳しい訓練だ

けでなく、時には家族も一緒に親睦事業を行うなど、

お互いの絆を深めています。

　より多くの町民に消防団の活動を知っていただく

ため、出初式でのお披露目をはじめ、啓発チラシな

どにより周知しているところですが、地区役員の

方々や団員が勧誘を行っても、なかなかすぐに入団

には結び付かないという現状があります。

　しかし、消防団を経験した人のほとんどは、

「入ってよかった！」と声を揃えます。

　ぜひ、皆さんも、この町を「守る」という使命を帯

びて活動する消防団の活動をご理解いただき、そし

て、「やってみたい」と思っていただける方は、是非

一緒に活動しませんか？

　どなたでもお気軽にお問い合わせください。

【団員の構成】（H30.１.１現在）

◦最高年齢　　68歳

◦最低年齢　　21歳

◦平均年齢　41.0歳

◦職場環境

56％ 44％
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経験者の生の声を聴いてみよう！

やってみたい消防団、やって良かった消防団

それが、二宮町消防団

　年１回、「Fire Press」という消防団の啓発チラシ

を発行し、活動紹介や団員の生の声を発信していま

す。バックナンバーはこちら 検索二宮　消防団
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問　生活環境課生活環境班

　平塚市・大磯町・二宮町の１市２町で、ごみ処理の広域化が実施されています。

　可燃ごみは平塚市の焼却場で、剪定枝は二宮町の剪定枝資源化施設（ウッドチップセンター）で処理されて

おり、そして、この４月より、新たに大磯町内に建設していたリサイクルセンターが稼働し、二宮町内の家

庭から排出された容器包装プラスチック（容プラ）の処理が始まります。

　「容プラ」とは文字のとおり、容器や包装に使われているプラスチックのことで、必ず マークの表示が

あります。（下記コラム参照）

　町内で発生した容プラは、民間の処理業者に委託して資源化していましたが、４月からは、大磯町リサイ

クルセンター（仮称）で選別や梱包をした後に、（公財）日本容器包装リサイクル協会を通じて再資源化業者に

引き取られ、化学原料やプラスチック製品などにリサイクルされます！

　今回の変更は、資源化ルートが変更となるだけです。

　皆さんは、これまでどおりご家庭で分別して、容プラを排出していただきたいと思いますが、

町で無作為抽出して分別状況を調査したところ、「不適合物」が混入しているケースが見受けら

れました。

　リサイクルにあたっては、資源化物としての品質の確保と向上が求められますので、引き続

き、徹底した分別にご協力をお願いします。

混ぜればごみ、分ければ資源！

容器包装プラスチックの分別にご協力を！

収集日や分別方法に変更はありません！

混入している不適合物

容器包装プラスチック（容プラ）の出し方　～おさらい～

　汚れが残っているとリサイクルできません。また、他のきれ

いな物まで汚れてしまい、資源化物としての品質を低下させる

原因になります。

汚れが付着したものは、水洗いして汚れを落とす！

　バケツ、ハンガーなど、「そのものが製品として使われてい

るプラスチック」は、容器包装プラスチックではありません！

プラマークが表示されているもののみ

出すことができます！

汚れが付着したもの

汚れや臭いの落ちないものは

「可燃ごみ」に出してください。

容プラ以外のプラスチック

硬いものは「破砕ごみ」に、やわ

らかいものは「可燃ごみ」に出し

てください。

ペットボトル

キャップとラベルは「容プラ」に、

ボトルは「ペットボトル」に出し

てください。

こんな風に出している人がいるの？
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